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初
任
給
は
引
き
上
げ

た
も
の
の
、
中
高
年

に
は
厳
し
い
勧
告

８
月
７
日
に
出
さ
れ
た

人
事
院
勧
告
は
、
２６
年
ぶ

り
に
１
％
近
い
改
定
率
で

し
た
。
公
務
員
と
民
間
労

働
者
の
較
差
は
、月
例
給
、

ボ
ー
ナ
ス
と
も
に
プ
ラ
ス

（
民
間
労
働
者
の
方
が
高

い
）
と
な
り
、
人
事
院
は

３
，
８
６
９
円
（
０
・
９６

％
）、
ボ
ー
ナ
ス
は
０
・

１０
％
月
分
の
改
善
を
勧
告

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

３
％
）
引
き
上
げ
が
あ
り

ま
す
。

初
任
給
を
は
じ
め
と
し

た
若
年
層
の
引
き
上
げ
額

は
評
価
で
き
る
も
の
の
、

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て

改
定
率
を
減
少
し
た
結

果
、
医
療
費
や
教
育
費
に

お
金
が
必
要
な
中
高
年
層

の
改
定
額
が
い
ず
れ
も

１
，
０
０
０
円
程
度
と
極

め
て
不
十
分
な
給
与
勧
告

に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
世

代
が
十
分
に
生
活
改
善
で

き
る
引
き
上
げ
額
に
な
ら

な
か
っ
た
要
因
は
、「
民

福
岡
地
区
労
連
が
福
岡

県
労
連
と
共
同
で
進
め
て

い
る
最
低
賃
金
引
き
上
げ

の
意
見
書
の
請
願
を
粕
屋

町
議
会
で
審
査
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
紹
介
議

員
に
は
、
最
大
会
派
の
緑

葉
会
（
過
半
数
会
派
）
か

ら
井
上
正
宏
議
員
と
古
家

昌
和
議
員
で
す
。

福
岡
県
労
連
は
、
３
月

か
ら
玖
村
事
務
局
次
長
が

最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
意

見
書
請
願
で
筑
豊
地
区
、

京
築
地
区
す
べ
て
の
自
治

体
議
会
を
対
象
に
し
て
進

め
、
こ
れ
ま
で
１３
議
会
で

人
事
院
は
８
月
７
日
（
月
）
に
２
０
２
３
年
人
事
院
勧
告
を
国
会
と
内
閣
に
提

出
し
ま
し
た
。
今
年
の
勧
告
は
春
闘
期
に
民
間
労
働
者
が
闘
っ
た
結
果
を
踏
ま
え

て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
引
き
上
げ
の
勧
告
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
生

活
が
改
善
で
き
る
実
質
賃
金
に
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
「
公
務
員
の
人
事
管

理
に
関
す
る
報
告
」
が
勧
告
さ
れ
ま
し
た
。

ら
、
今
年
の
勧
告
は
、
物

価
上
昇
分
に
も
満
た
ず
、

生
活
に
困
窮
す
る
職
員
の

生
活
改
善
に
及
ば
な
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
高
卒
初
任
給
１
２
，
０

０
０
円
、
大
卒
初
任
給
１

１
，
０
０
０
円
引
き
上
げ

の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に

な
く
引
き
上
げ
た
背
景
に

は
、
国
家
公
務
員
志
望
者

の
減
少
、
若
年
層
職
員
の

中
途
退
職
の
増
加
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
と
、
最

低
賃
金
改
定
額
の
全
国
平

均
１
，
０
０
２
円
（
４
・

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
意
見

書
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
①

最
低
賃
金
を
１
，
５
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

②
全
国
一
律
最
低
賃
金
を

実
現
す
る
こ
と
。
③
最
低

賃
金
引
き
上
げ
に
中
小
企

保
育
な
ど
の
地
域
住
民
を

支
え
る
仕
事
に
若
い
世
代

の
人
材
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
賃

引
き
上
げ
は
、
地
域
雇
用

活
性
化
と
若
い
世
代
の
流

出
を
留
め
る
重
要
な
位
置

づ
け
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

粕
屋
町
は
、
人
口
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
賃
金
を

引
き
上
げ
て
経
済
の
好
循

環
を
作
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
、
そ
の
た
め
の
中
小

企
業
支
援
は
不
可
欠
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
意

見
書
の
採
決
は
、
定
例
議

会
終
了
日
の
９
月
２０
日
で

す
。（
編
集
委
員　

内
田
）

業
支
援
を
同
時
に

行
う
こ
と
。」
と

な
っ
て
お
り
、
１３

議
会
の
意
見
書
に

は
す
べ
て
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

１３
議
会
で
見
え

て
き
た
も
の
は
、

ロ
ー
カ
ル
地
域
で

は
高
齢
化
が
進

み
、医
療
、介
護
、

全
国
一
律
最
低
賃
金
引
上
げ

県
内
自
治
体
議
会
か
ら
意
見
書
ぞ
く
ぞ
く

国
家
公
務
員
の
育
成
・
評

価
に
関
す
る
仕
組
み
の
改

革
」
と
特
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
は
、
労
働
市
場

改
革
の
実
践
を
国
家
公
務

員
に
も
求
め
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
か
ら
総
裁
に

就
任
し
た
川
本
人
事
院
総

裁
は
、
公
務
員
の
賃
金
を

「
年
功
序
列
」
か
ら
「
職

務
給
」
に
す
る
と
表
明
し

て
い
ま
す
。
初
任
給
や
若

年
層
の
改
定
率
を
引
き
上

げ
、
中
高
齢
層
を
抑
制
す

れ
ば
必
然
的
に
「
給
与
カ

ー
ブ
は
フ
ラ
ッ
ト
化
」
さ

れ
る
「
職
務
給
」
に
な
り

ま
す
。

人
事
院
総
裁
談
話
で
の

「
官
民
の
垣
根
を
超
え
た

人
材
交
流
」
は
、
す
で
に

ア
メ
リ
カ
で
多
用
さ
れ
て

い
る
政
治
家
と
公
務
員
の

「
回
転
ド
ア
」
が
想
定
で

き
ま
す
。
憲
法
第
１５
条
に

規
定
さ
れ
て
い
る
公
務
員

は
「（
国
民
）
全
体
の
奉

仕
者
で
あ
っ
て
、一
部（
大

企
業
）
の
奉
仕
者
で
は
な

い
」
こ
と
か
ら
、
企
業
の

利
益
を
優
先
す
る
「
回
転

ド
ア
」
は
、
日
本
で
は
憲

法
の
規
定
上
許
さ
れ
な
い

制
度
で
す
。

今
後
「
給
与
法
」
と
し

て
国
会
に
上
程
さ
れ
、
国

会
で
の
取
扱
い
に
た
た
か

い
の
場
が
移
り
ま
す
。

（
編
集
委
員　

惠
藤
）

間
準
拠
」
方
式
に
あ
り
ま

す
。
本
来
の
「
公
務
員
労

働
者
の
生
計
費
」
を
最
重

点
に
し
て
決
定
す
べ
き
で

す
。

公
務
員
に
大
企
業
の

利
益
を
求
め
る
「
骨

太
方
針
」

人
事
院
勧
告
前
の
６
月

に
出
さ
れ
た
経
済
財
政
諮

問
会
議
の
「
骨
太
方
針
」

の
中
心
課
題
は
「
第
２
章

新
し
い
資
本
主
義
の
加

速
」
の
「
１
．
三
位
一
体

の
労
働
市
場
改
革
」
で
あ

り
、企
業
に
「
職
務
給
（
ジ

ョ
ブ
型
）の
導
入
を
求
め
、

労
働
者
に
は
転
職
・
移
動

さ
せ
る
こ
と
を
記
述
と
し

て
い
ま
す
。
最
後
の「
８
，

〈人事院勧告〉

中高年層の生活困窮を無視した人事院勧告
～３，８６９円（０．９６％）、ボーナス０．１月分改善～

〈
粕
屋
町
議
会
最
賃
引
き
上
げ
意
見
書
請
願
〉

意見書採択

意見書採択
金額明示なし

6月議会提出

9月議会提出予定

最低賃金１５００円をめざす自治体意見書採択

俸給表は
こちらから

（抜粋）国家公務員俸給表（表の単位　　百円　％）
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ス
の
排
出
が
主
因
に
な
っ

て
い
る
と
の
見
方
を
示
し

ま
し
た
。
異
常
気
象
を
分

析
す
る
国
際
研
究
グ
ル
ー

プ
「
ワ
ー
ル
ド
・
ウ
エ
ザ

ー
・
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ

設
反
対
を
掲
げ
る
「
佐
賀

空
港
オ
ス
プ
レ
イ
等
配
備

に
反
対
す
る
裁
判
を
支
援

し
、
地
権
者
と
と
も
に
た

た
か
う
市
民
の
会
」（
以

下
、
市
民
の
会
）
へ
の
加

盟
を
行
い
ま
し
た
。今
後
、

こ
の
運
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

８
月
２９
日
に
、
佐
賀
空

港
の
新
駐
屯
基
地
建
設
の

即
時
停
止
を
求
め
る
仮
処

分
申
立
書
が
、
佐
賀
地
裁

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
同

日
、
佐
賀
県
弁
護
士
会
館

に
て
日
本
全
国
か
ら
軍
事

裁
判
に
関
わ
っ
て
い
る
精

鋭
１０
人
以
上
の
弁
護
士
団

と
地
権
者
の
古
賀
初
次
さ

ん
ら
に
よ
る
報
告
集
会
・

記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
裁
判
は
、
土

地
の
所
有
権
が
漁
協
に
あ

る
の
か
、
地
権
者
に
あ
る

の
か
が
最
大
の
争
点
と
な

り
ま
す
。
申
立
書
に
は
、

漁
協
は
便
宜
的
に
買
受
名

義
人
に
な
っ
た
に
過
ぎ

ず
、
実
質
的
な
所
有
権
者

は
、
土
地
の
分
配
を
受
け

た
個
々
の
漁
業
者
で
あ
る

と
説
明
し
て
い
ま
す
。
事

実
、
防
衛
省
が
個
々
の
地

権
者
ら
宅
を
訪
問
し
て
、

売
却
交
渉
を
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

記
者
会
見
で
は
、
古
賀

初
次
さ
ん
へ
の
質
問
が
相

次
ぎ
、「
オ
ス
プ
レ
イ
は

佐
賀
の
空
に
い
ら
な
い
」

「
日
本
の
空
に
オ
ス
プ
レ

イ
は
い
ら
な
い
」
と
強
く

訴
え
て
い
ま
し
た
。

福
岡
地
区
労
連
は
、
市

民
の
会
へ
の
加
盟
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
九
州
の

団
結
の
力
を
佐
賀
県
に
届

け
ま
し
ょ
う
。

（
編
集
委
員
　
松
尾
）

が
到
来
し
た
」「
異
常
気
象

が
新
た
な
日
常
」
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
言
及
し
ま
し

た
。
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ

Ｍ
Ｏ
）
と
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）の
気
象
情
報
機
関「
コ

健
康
保
険
証
を
２
０
２
４

年
秋
に
廃
止
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
本
化

を
す
る
法
律
を
成
立
さ
せ

ま
し
た
が
、
様
々
な
ト
ラ

ブ
ル
で
国
民
の
不
安
は
一

層
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。

健
康
保
険
証
が
廃
止
さ

れ
れ
ば
、
認
知
症
の
方
や

障
が
い
者
の
方
な
ど
生
活

弱
者
の
方
が
取
り
残
さ
れ

か
ね
ず
、
国
民
皆
保
険
制

度
が
崩
壊
し
か
ね
ま
せ

ん
。
ま
た
、
他
人
の
名
前

で
登
録
さ
れ
、
薬
を
間
違

強
化
と
い
い
、
私
た
ち
の

い
の
ち
と
平
和
と
暮
ら
し

は
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
軍
備
増
強
反
対
を
強
く

求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

福
岡
地
区
労
連
で
は
、

九
州
全
域
ひ
い
て
は
日
本

の
平
和
に
関
わ
る
重
要
な

裁
判
と
位
置
付
け
て
、
佐

賀
空
港
の
新
駐
屯
基
地
建

ン
（
Ｗ
Ｗ
Ａ
）」も
、
北
米

や
欧
州
、
中
国
で
の
７
月

の
熱
波
は
、
人
間
の
活
動

が
引
き
起
こ
し
た
気
候
変

動
に
伴
う
異
常
現
象
だ
と

分
析
す
る
報
告
書
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。
１１
月
に
国

連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

第
２８
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
２８
）
が
、
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の

ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
気
候
危
機
に
瀕
し
て

い
る
時
、
気
候
正
義
に
向

け
た
努
力
で
環
境
破
壊
す

る
最
悪
の
戦
争
を
や
め
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

７
月
２７
日
、
国
連
の
グ

テ
レ
ス
事
務
総
長
は
７
月

の
世
界
気
温
が
１２
万
年
ぶ

り
の
暑
さ
と
、
世
界
を
覆

う
熱
波
を
受
け
て
「
温
暖

化
の
時
代
で
は
な
く
な
っ

た
。
地
球
沸
騰
化
の
時
代

日
本
の
空
に
オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い

い
の
ち
を
脅
か
す
健
康
保
険
証
の
廃
止
は
撤
回
を

〈
福
岡
県
労
連
第
３４
回
定
期
大
会
・
佐
賀
空
港
新
駐
屯
基
地
建
設
問
題
〉

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
紙
の
健
康
保
険
証
廃
止
〉

●�

福
岡
県
総
が
か
り

　
実
行
委
員
会

　

�

１０
月
１５
日
（
日
）
１４
：

００
～
１６
：
００

　

警
固
公
園

●
第
３４
回
福
岡
地
区
労
連

　
定
期
大
会

　

１０
月
２２
日
（
日
）

　

受
付
１２
：
３０　

　

�

開
会
１３
：
００

　

閉
会
１７
：
００

　

県
労
連
大
会
議
室

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〈労働組合と地球環境問題を考える⑯〉〈労働組合と地球環境問題を考える⑯〉

っ
て
処
方
さ
れ
よ
う
と
す

る
事
態
も
起
こ
っ
て
お

り
、
国
民
の
い
の
ち
と
健

康
を
脅
か
す
制
度
は
見
直

す
べ
き
で
す
。

７
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
世
論
調

査
で
は
、
健
康
保
険
証
の

廃
止
に
つ
い
て
、
延
期
と

撤
回
を
合
わ
せ
る
と
７
割

を
超
え
て
い
ま
す
。
政
府

は
、
多
く
の
国
民
が
求
め

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一

本
化
を
止
め
、
現
行
の
健

康
保
険
証
残
す
の
は
当
然

で
す
。
加
盟
組
合
で
署
名

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
内
田
）

ペ
ル
ニ
ク
ス

気
候
変
動
サ

ー
ビ
ス
（
Ｃ

Ｓ
３
）」は
、

２
０
２
３
年

７
月
の
世
界

平
均
気
温
が

観
測
史
上
で

最
高
と
な
る

見
通
し
で
あ

る
こ
と
と
、

高
温
に
つ
い

て
人
為
的
な

温
室
効
果
ガ

に
発
展
し
て
い
ま
す
。

福
岡
地
区
労
連
は
、
全

労
連
が
取
り
組
み
を
始
め

た
「
現
行
の
健
康
保
険
証

を
残
し
て
く
だ
さ
い
請
願

書
名
」に
力
を
入
れ
ま
す
。

政
府
は
、
今
年
６
月
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、健
康
保
険
書
誤
登
録
、

銀
行
の
紐
付
け
、
情
報
漏

洩
な
ど
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

が
噴
出
し
、
河
野
太
郎
デ

ジ
タ
ル
担
当
大
臣
の
閣
僚

給
与
３
カ
月
返
納
の
事
態

全労連が行っている署名チラシ

危険すぎる… 酷くない!?

情報漏えいの危険はもちろん、医療機関で
のシステム障害も起こり得ます。カードを紛
失したり、病院窓口で資格確認ができずに、
医療費を全額負担させられた例もあります。

カードを申請し、管理し、利用する― 慣れてしまえ
ば皆できる？　いいえ、障害者や高齢者はどうでしょう？　
申請できない人たちがいるのです。その方たちは制度
から排除され、無保険状態になりかねません。

健康保険証廃止を中止・撤回することは国の
責任でできること。新聞各社も社説で一致
して「保険証廃止は反対」です。
2024年秋に実施させない声をあげましょう。

健康保険証なくさないで!!

今からでも止められる

トラブル続き
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

活
用
に
不
安
を

感
じ
て
い
る

今
の
保
険
証

で
い
い
よ
ね
!?

2
0
2
4
年
秋
に

廃
止
し
ま
す

い
い
え

保険証の廃止は、私たちのいのちと
健康にかかわる問題

健康保険証がマイナンバーカード
に結びつけられ、任意であるはず
のカードの取得が強制に。
あんまりじゃないか！　
健康保険証の廃止を中止・撤回
させましょう！

無保険者を作り出す

署名にご協力ください!

地球沸騰化の
時代が到来

福
岡
県
労
連
の
２
０
２

３
年
度
の
運
動
方
針
で
採

択
さ
れ
た
中
に
、「
憲
法

と
国
際
平
和
を
守
る
」
と

い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。

今
、
日
本
と
国
際
平
和
を

め
ぐ
る
情
勢
は
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
発

端
と
し
て
、
国
内
で
も
核

共
有
の
議
論
が
起
き
る
な

ど
緊
迫
し
て
い
ま
す
。
日

本
は
、
防
衛
力
の
抜
本
的

福
岡
県
労
連
は
、
第
３４
回
定
期
大
会
を
８
月
２７
日
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
し

ま
し
た
。大
会
に
は
４９
名
の
代
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。福
岡
地
区
労
連
か
ら
は
、

松
尾
幹
事
よ
り
平
和
運
動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
一
年
間
の
運
動

総
括
の
報
告
と
来
期
の
運
動
方
針
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

佐賀県弁護士会館に集まった九州各地の支援者

署名用紙は署名用紙は
こちらからこちらから


